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▽令和５年度 第２回理事会報告・令和６年度の事業計画概要（案）について 
 

本年度第２回理事会は、11 月６日付文書に

より、11 月 20 日を理事会指定日として各議

案について文書により審議いただき、全理事

から下記議案について承認を得ました。 

「令和５年度事業経過報告書（案）」 

「令和５年度収支中間決算報告書（案）」 

「令和６年度事業計画概要（案）」 

 

＜令和６年度事業計画概要（案）＞ 

〇取り組み方針 

 令和６年度の調査研究事業の柱は、昨年度同

様に２本とし、専門委員の知見を活かした調査

研究を進める。 

また、これらの取り組みを活かすためにも、

引き続き他の教育メディア関係組織や団体と

の連携を進め、教育メディア利用推進会議、著

作権処理のための協議会、視聴覚教育・放送教

育合同全国大会等を積極的に実施する。 

〇事業計画 

・会議 

①理事会 

第１回文書理事会 ５月 

第２回理事会 11 月９日（全国大会） 

②常任理事会 

第１回常任理事会 ４月 

第２回常任理事会 11 月 

③専門委員会 

 全国をブロック別に分け、専門委員を委嘱し、

主としてブロックの情報交流や拠点における

研究・研修事業の推進。また、全国大会におけ

る全視連関係分科会での指導助言・運営・記録

等の協力体制を継続する。 

・実施事業 

①令和６年度視聴覚教育総合全国大会・放送教

育研究会全国大会 合同大会の開催 

 令和６年度視聴覚教育総合全国大会・放送教

育研究会全国大会 合同全国大会は、「未来社会

に向けて 生涯にわたる学びを支えるメディア

活用」をテーマに、令和６年 11 月９日（土）

にオンラインにより開催することとなった。開

催に当たり、大会における生涯学習部門の充実

を図り、「ワークショップ・セミナー」及び「実

践発表」により全視連分科会の充実を図る。 

②全国視聴覚教育連盟視聴覚教育功労者の表彰 

第 27 回表彰として加盟団体、各都道府県指

定都市教育委員会から推薦を受け、選考委員会
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にて決定する。 

③調査研究事業 

▽「オンラインによる視聴覚センター・ライブ

ラリーのネットワーク構築向けた調査研究」

（継続） 

令和５年度の実績を踏まえてより緊密で各

視聴覚センター・ライブラリーにとって有用な

交流機会の継続的実施と研修会の開催に向け

た試行と提案を行う。 

▽「オンラインネットワークを利用した 16 ミ

リ活用策提言にむけた調査研究」（新規） 

令和５年度のオンライン交流会において、

各視聴覚センター・ライブラリーが 16 ミリ

フィルムの利活用に様々な課題を抱えている

ことが話し合われた。これを受けて、オンラ

インネットワークを活用した解決策の検討と

提案を行う。 

➃講師派遣事業の実施 

全視連講師９名のから、加盟団体が希望する

講師を講演や研修会に派遣する。 

 

 

                                             

▽令和 5 年度 視聴覚・放送教育合同全国大会報告 

 

去る 11 月 11 日（土）、標記合同全国大会

が、「未来社会に向けて 生涯にわたる学びを

支えるメディア活用」をテーマに、時代に即

した視聴覚教育・放送教育に関するワークシ

ョップ・セミナー、実践発表、全体会、など

を行い、最新の視聴覚教育・放送教育、ＩＣ

Ｔ教材・機器に関する情報を提供することを

目的に、579 名の参加申込を得て、オンライ

ンにより開催されました。 

・期日：令和５年 11 月 11 日（土） 

・対象：全国の幼稚園・保育所、小学校、中

学校、高等学校、特別支援学校の保育士・

教員および教育関係者、社会教育関係者 

 

 

 

 

 

主催者挨拶：全国放送教育研究会連盟・

銭谷眞美理事長 

主催者：視聴覚教育総合全国大会連絡協議

会・大久保昇会長 

文部科学大臣祝辞代読：文部科学省初等中

等教育局学校デジタル化PTリーダー武藤

久慶氏 
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＜生涯学習部会＞ 

令和４年度の調査研究の結果を生かした内

容とする。調査研究１で行った、自作録画教材

のデジタル化とオンライン提供の具体的な取

り組み方法についての検討結果を踏まえて、セ

ミナーでは著作権について学び、実践発表はデ

ジタル化と配信を積極的に進めている施設に

発表していただきました。 

 

▽セミナー（10：00～12：00） 

著作権法は、著作者の権利を守るとともに、

正しい著作物 の利用に関する指針となります。

近年のデジタル化・ネットワーク化の急速な進

展により、創作や流通、利用の環境が大きく変

化し、著作権もそれに合わせて改正されていま

す。本セミナーでは、元文化庁著作権課課長補

佐の大和淳先生に、最新の著作権についての動

向を解説いただきました。 

「視聴覚教育関係者が知っておきたい著作

権の最新動向」 

講師：大和 淳氏（福岡教育大学教授）（60

分＋質疑応答 60 分） 

 

 

▽実践発表（13:30～15:10） 

◇実践発表６-Ａ（13:30～14:15） 

「仙台市における自作視聴覚教材制作の取組

みとデジタル化について」発表者：間宮智也氏

（仙台市教育委員会） 

仙台市教育委員会では、視聴覚メディアを

活用した学習を支援するため、地域映像教材

ソフト開発事業として、地域映像教材の制作

委託および自作視聴覚教材審査会に取り組ん

でいます。また、制作された作品は「せんだい

メディアテーク」のホームページで視聴および

活用することができるようになっており、それ

らの取り組みを紹介いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇実践発表６-Ｂ（14:15～15:00） 

「自作教材のデジタル化について」 

発表者：中鉢裕幸氏（東映(株)教育映像部） 

自作教材のデータ化についての著作権につ

いて、著作権（財産権）、著作人格権、肖像権

などの解説も含め、解説・発表いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セミナー講師：大和 淳氏 

発表者：間宮智也氏 

発表者：中鉢裕幸氏 
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▽まとめ（15:00～15:10） 

丸山裕輔氏（全国視聴覚教育連盟副専門委員

長） 

 丸山副専門委員長により、映像の力の再考、

映像を楽しむ・残す、デジタル化映像の把握、

ネットワークづくり、教材活用の情報交換、オ

ンラインのメリットを活かす、などについて解

説とともに、まとめを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

来年度は６月１１月９日（土）にオンラインで

開催予定です。ぜひご参加下さい。 

 

 

                                             

▽講師派遣事業 

第 64 回愛媛県メディア教育研究大会 
 

令和５年度の全視連の講師派遣事業を活用

して、「ＩＣＴ・メディアを学びの友として」

を大会主題に富山大学大学院教職実践開発研

究科教授の長谷川春生氏の講演が標記研修会

において実施されました。 

１．主催 愛媛県メディア教育協会 

２．趣旨 

メディア教育の振興に携わる学校教育・社

会教育の関係者、団体・企業関係者が、ＩＣ

Ｔを活用した教育の推進やメディアの効果的

な活用等について講演及び実践事例から学び、

メディア教育の振興を図る。 

３．日時 

令和５年 10 月 11 日（水）13:30～16:30 

４．会場 

愛媛県生涯学習センター４階大研修室 

講師：長谷川春生氏（富山大学教授） 

 

５．参加者 

学校関係者、社会教育関係者、県・市町教育

委員会関係者、県・市町視聴覚センター・ライ

ブラリー関係者、メディア教育の振興に携わる

団体や企業関係者、メディア教育に関心のある

方（55 名） 

司会・まとめ：丸山裕輔氏 
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６．内容 

・開会行事―愛媛県メディア教育協会会長あい

さつ 

・講演―長谷川春生氏（富山大学大学院教職実

践開発研究科教授）、テーマ「1 人 1 台端末

や生成ＡＩの活用などから考えるこれから

の学校教育」 

・実践発表―テーマ「プログラミング教育の授

業実践と研究」 

発表者：坂本成斗氏（松山市立新玉小学校 

教諭） 

・閉会行事―愛媛県メディア教育協会副会長あ

いさつ 

 

 

 

 

 

                                             

▽16 ミリ映写機操作講習会 立見康彦客員教授への講師依頼について 

 

16 ミリ映写機操作講習会の認定証は、16 ミ

リフィルムをその地域で上映・操作する上で必要

なものですが、近ごろ講師の高齢化や体調不良な

どにより人材不足となり実施することが難しく

なったとの声が、よく聞かれます。 

そこで毎年、当連盟の講師として群馬県で 16

ミリ映写機操作講習会において講義および実習

を行い、受講修了者には同地域の認定証を発行し

ている群馬大学客員教授の立見康彦氏に、希望地

域については講師を引き受けていただけること

となりました。 

 

＜講義の内容＞（２時間 30 分程度） 

①講義「視聴覚教育メディア論」 

「視聴覚メディアとは」という最初の問いか

けで始まり、法令上の位置づけ、視聴覚教育の

歴史や今後の展望、教育メディアの利用や管理

運用、視聴覚ライブラリー・視聴覚センターの

役割についてなど幅広い内容の講義を実施。 

②講義「情報モラル・著作権・セキュリティ」 

社会教育を進める上で必要となる知識、特に

著作権については、公民館や学校での具体例を

挙げて、著作権の範囲内での使い方や違法な例

を解説。現代的な課題と併せて講義を実施。 

③講義・実習「16 ミリ映写機操作技術認定講座」 

16 ミリ映写機を実際に操作しながら、操作

方法と各部の名称を説明。操作方法を学んだ後、

受講者はグループに分かれ、実際の映写機操作

の実習を行う。全員が映写機に触れ、操作を実

践することができるようにする。最後に、フィ

ルムが切れてしまった際の対処方法として、テ

ープスプライサーを用いた補修方法を学ぶ。 

 

講習会実施希望地域におかれましては、当連盟

にお問い合わせ下さい（info@zenshi.jp）。当方

で日程などを立見客員教授と調整いたしますの

で、下記情報をメールにて送付下さい。 

・主催者： 

・担当者氏名、電話、メール： 

・期日：（あれば第３希望まで） 

・会場： 

file://///WIN_SERVER/datadisk/全視連/専門委員/R5年/①オンライン交流会/①オンライン交流会_9月・16ミリ講習/記録/info@zenshi.jp
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・参加予想人数：（映写機１台につき８人まで、

最大 30 人程度） 

（実技の習得がともなうため、オンラインでの

対応は不可となります。） 

 

※旅費（前橋駅より）・謝金（15,000 円）につ

いては実施地域の負担となります。 

※16 ミリ映写機、スプライサーなどが必要とな

ります。 

※講師から送られるテキストデータの印刷が参

加人数分必要となります。 

※認定証の発行元は実施地域の発行となります。 

※サポート者１名ご担当いただけると進行がス

ムーズ。 

 

 

                                             

▽16 ミリ映写機操作講習会 オンライン交流会報告を HP に掲載 
 

去る９月 19 日（火）、視聴覚センター・ラ

イブラリーの職員などを対象に「16 ミリ映写

機操作講習会の現状と今後の方向性」をテーマ

に、73 名の申し込み者を得て、オンライン交

流会を開催いたしました。 

当日は毎年 16 ミリ映写機操作講習会の講師

としてご活躍されている群馬大学の立見康彦

客員教授をお迎えし、参加者が日頃感じている

質問や課題などについて、助言いただきました。 

 本交流会は参加者数も多く、大変反響が大き

かったため、今回当日のもようを記録として作

成いたしました。このほど当連盟のホームペー

ジへ掲載（全 13 頁）いたしましたので、参照

いただければと思います。 

 

＜交流会の流れ＞ 

14:00 開会 丸山裕輔氏（全視連副専門委員長） 

14:10 事例報告１ 山本 淳氏（岩手県） 

14:20 事例報告２ 小栁真一氏（栃木県） 

14:30 立見客員教授からの助言 

15:00 意見交流（チャットによる質問も） 

15:25 交流会のまとめ 丸山裕輔氏 

15:30 閉会 

 

＜事前アンケート：取り上げてほしい話題＞ 

・講師の高齢化、人材不足 

・映写機の修理・メインテナンス 

・16 ミリフィルムの保管方法 

・オンライン講習会の可能性／講師１名で最大

受講者人数 

・16 ミリ映写機の購入・借用の可否 

・フィルム保存のための複製の可否・方法 

・映写機を保存するか廃棄するかの判断基準 

・講習会で在住在勤在学でない人への修了証？ 

http://www.zenshi.jp/ 

 

 

http://www.zenshi.jp/
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▽e スクール ステップアップ・キャンプ 2023 新潟大会開催（R6.1.27） 
 

来る令和６年１月 27 日（土）、（一財）日

本視聴覚教育協会、日本視聴覚教具連合会主催、

文部科学省、新潟市教育委員会共催により、e

スクール ステップアップ・キャンプ 2023 新

潟大会を開催します。 

 

期日：令和６年 1 月 27 日(土)  

時間：10:00～16:45  

会場：朱鷺メッセ（新潟コンベンションセンタ  

ー4F：新潟市中央区万代島 6-1） 

テーマ：未来を楽しむ ICT 活用-支える技術と 

授業改善- 

 

本大会は、園田学園女子大学の堀田博史教

授を指導講師に迎え、「未来を楽しむ ICT 活

用～支える技術と授業改善～」をテーマに、

有識者による講演やパネルディスカッション、

学校現場での先進的な取り組みを紹介するデ

ジタルポスターセッションを通して、これか

らの学校・学びについて考えます。 

 会場では、ICT 機器・教材メーカー等 15

社の協力により、「教育 ICT 教材・機材体験

展示会」を終日開催し、教育で活用できる最

新の ICT 製品・サービスが紹介されます。 

また、今回は、新潟市教育委員会協力のもと、

子どもと保護者を対象にした「にいがた ICT 教

育フェア」も同時開催します。VR、メタバー

スなど社会に革新をもたらす最新技術の学校

教育での活用や、年少の子どもでも楽しく遊び

ながら学べるロボットプログラミングなどを

実際に体験いただきます。 

 

【申し込み】 http://eschool.javea.or.jp/index.html 
 

 

http://eschool.javea.or.jp/index.html
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▽えすけーぷ 

2023 年もまもなく終わります。今年の一般

上映される映画の観客動員数がどうなってい

るのか気になるところですが、すでに発表され

ている 2022 年の観客動員数をコロナ禍の時

期と比較してみましょう。 

 2019年には、邦画と洋画を合わせて1,278

本の映画が上映され、1 億 9,491 万人の入場

者がありました。しかし、新型コロナウイルス

が猛威を振るった 2020 年には映画が 1,017

本、入場者 1 億 613 万 7 千人と減り、2021

年には 959 本と映画の数は減ったものの、入

場者は1億1,481万8千人と持ち直しました。 

 そして 2022 年は 1,143 本と増え、入場者

も 1 億 5,200 万 5 千人と増えました。大ヒッ

ト作も多かったことも理由に上げられそうで

すが、多くの方がコロナ禍の中、映画館に行け

なかったり、座席の間隔を取ってマスクをしな

がら映画を見たりという経験をされてきたと

思いますが、やっと映画を普通に見られるよう

になってきたということが大きいのではない

でしょうか。 

 来月 1 月の末頃には、2023 年の上映本数

や入場者が発表される予定ですので、さらに増

えているのかどうか、結果を楽しみにしたいと

ころです。 

 一時は、コロナ禍を機に映画館での鑑賞より

動画配信サービスなど家庭での視聴にシフト

するのではという見方も広がりました。実際に

月額定額サービスとも呼ばれるサブスクリプ

ション形式のサービスは、音楽や映画などの

様々なジャンルで利用できるようになり、その

数も拡大し続けています。私が自宅で利用して

いるサブスクリプション形式のサービスは国

内海外の作品 27万本以上のラインナップがあ

り、世界各国のマイナーな作品も見ることがで

きます。私が今年視聴した映画は 240 本以上

になりますが、サブスクを利用して自宅で見る

ことができるからこその本数でしょう。 

 しかし、自宅で気軽に映画を見るというのも

いいのですが、やはり誰かと一緒に見て、見た

後にその映画について語り合うということの

良さも大切にしたいものです。また、劇場やホ

ールで映画を見ることの魅力を子どもの頃か

ら知るような働きかけも必要なのではないで

しょうか。映画を見るというのは、楽しみだけ

ではなく、人生の経験知や思考力を高めること

ができる力を持っていると思います。 

 16 ミリ映写機の供給が終わり、メインテナン

スも難しいなど、視聴覚センター・ライブラリー

の活動が困難な状況にはありますが、希望者に貸

し出すという業務だけではなく、映画の魅力を子

どもから大人まで幅広い年齢層に伝えていくと

いう取り組みを是非考えていただければと願っ

ているところです。（Ｔ．Ｍ） 

 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  
全国視聴覚教育連盟  
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3-10-11 虎ノ門 PF ビル  
TEL：03-3431-2186／Fax：03-3431-2192 
H P：http://www.zenshi. jp/ 
Mail： info@zenshi .jp 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  
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